
作成日　 平成２２年４月２３日

【目標達成計画】

1 2

2 23

3 49

4 26

5 1

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

２　　目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

優
先
順
位

項
目
番
号

事業所名　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ葉山苑天領の杜

現状における
問題点、課題

地域への広報や啓発活動
を行い、地域貢献の役割
りを広げる

生活歴や意向を把握しや
すいアセスメント内容と
個別計画に反映しやすい
工夫をする

今まで以上に利用者の思
いや思い出の場所に行
き、馴染みの関係ができ
る

・今後も利用者一人ひとりと
ゆっくりと話しをし、思いや
思い出の場所を探していく
・上記をふまえ、外出先など
再検討する

一人暮らしの支援や認知
症ケアを生かした地域へ
の広報や事業所の機能、
設備を生かした地域貢献
の役割りを広げる

利用者の思いや思い出の
場所を掘り起こし、新た
な馴染みの関係作りがで
きるようになる

今まで以上に入居者の意
向やADLを把握しやすい
アセスメント内容に変更
し、個別計画に反映する

・地域行事等の参加により事
業所の情報を発信し、開かれ
たｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑになるようにする
・苑だよりを地域へも発信
し、事業所の内容や認知症の
方の特性等記載し、理解して
頂く

皆で話し合い、個別計画
に反映しやすいアセスメ
ント表を作成する

3ヶ月

・モニタリングの結果を
今まで以上に速やかにプ
ラン変更に繋げる
・計画作成担当者自身の
記録の充実を図る

・日々のケアミーティング、
モニタリングの結果を速やか
にプラン変更につなげる
・計画作成担当者自身の記録
の充実

3ヶ月

評価・モニタリングの結
果を速やかにプランの変
更につなげ、ケアの統一
を図る

・理念や運営方針に沿っ
たケアができているか見
直す
・より実践に生かしやす
い理念をつくる

法人理念がグループホー
ム独自の理念となり実践
に生かす

法人理念、事業所の運営
方針がグループホーム独
自の理念となり、実践に
生かせるようになる

12ヶ月

12ヶ月

6ヶ月





作成日　 平成２２年４月２３日

【目標達成計画】

6 10

7 4

8 11

9 33

10 35

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

２　　目　標　達　成　計　画

事業所名　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ葉山苑天領の杜

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

地域住民（消防団）等を
含めた緊急連絡網の作
成・訓練の参加呼び掛け

6ヶ月

運営推進委員を通して、
認知症の症状や介護方法
等伝え、分からない時は
相談して頂けるよう地域
の方々にも声掛けを行う

12ヶ月

目標達成に
要する期間

目標を立て自己評価を行
い意欲の向上に努める

12ヶ月

利用者・家族等の意見や
要望等を目に見える形に
残す

利用者・家族等の意見や
要望等を分かりやすいよ
うにまとめる

意見や要望内容・改善結
果等を記録にするノート
を作り

3ヶ月

認知症の地域拠点として
の役割となるようにする

運営推進委員・地域の
方々がサービス内容・利
用者の状況を理解して頂
く

運営に関する意見を書面
に残す

職員の意欲の向上につな
がるよう目標を立てる

施設を開放し事業所が地
域の防災避難場所として

運営推進会議を通し、地
域の防災避難場所として

地域へ防災避難場所とし
ての施設開放を提案し、

重度化や終末期のあり方
について医療機関との連
携と勉強会の開催

家族との連携を密にし、
今後の方針について話し
合う機会を増やす

・重度化・終末期ケアの
勉強会の開催

6ヶ月

地域と共に災害対策を考
え、地域貢献する

・非常災害時に地域との
協力体制を強化する
・高齢者・一人暮らし世
帯の避難場所等になるよ
う地域貢献する




